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●地域会だより●

「木育出前授業」やっています。
阿南・那賀地域会　神原　陽介

　久しぶりに廻ってきた、まちかど原稿。受けた時点で
「締め切りまであと２･３日です」という依頼に応えるべ
く、阿南 ･ 那賀支部で取り組んでいる木育出前授業につ
いて御紹介します。
　木育授業とは、子供たちに地域の産業でもある木材や
それを使って家を建てる建築という仕事に興味を持って
もらう為に年に４･５回、地元の小学校を廻って出前授
業を行っています。直近では11月15日に平島小学校、11
月22日には私の地元でもある新野小学校に授業に行って
きました。
　授業の流れとしては、前半は座学による授業。写真や
スライドを使って、木の特性や木造建築物の歴史につい
て分かりやすく説明します。講師をしてくれるのは、当
会員の誇る２大講師、岡本さんと吉岡さんです。二人と
も軽妙なトークと時折クイズなどを交えながら、生徒の
ハートをガッチリつかみます。小学生の生徒さんも真剣
に聞いてくれているのがわかります。二人とも建築士に
しておくのはもったいないほど授業が上手い（笑）
　座学の授業が終わると後半は実技の授業です。杉材を
使って製作した幅3.5ｍ×奥行2.5ｍ×高さ2.5ｍほどの家
の模型を、実際に子供たちの力で組み立ててもらいま
す。まさに大工仕事の模擬体験！やはり建築の仕事に興
味を持って貰うには身体で体験してもらうのが一番です
ね。
　当会員の廣瀬さんが作成した設計図を基に、実際の建
築現場さながらに木造の軸組みを組み上げていきます。
作業の指揮を取ってくれるのは、主に仁木さんと岡山さ
ん。二人の棟梁の指示に従い、土台・柱・梁と順番に木
材を運び、正しい位置に設置していきます。
　子供たちが安全に作業できるように他の会員もサポー
ト。子供たちにはヘルメット ･ 手袋を着用してもらい、
生徒さんが落ちないようにきちんと足場も設置していま
す。昨今の建築現場の安全性をアピールすると共に指導
は心掛けて優しくおこない、さりげなく建築業界の働き
やすさをアピールします（笑）
　この時の子供たちは本当に楽しそうです。
　組立の途中では、一旦筋交いの入っていない状態で建
物を揺らしてもらいます。子供たちが建物を押すとグラ
グラと建物が揺れ、木材が軋みます。その後に筋交いを
入れてから再度、揺らしてもらいますが、筋交いを入れ

る前とは違い明らかに建物が頑丈になったことを体験し
てもらいます。耐震の重要性を知ってもらう大切な授業
です。
　そうして授業のクライマックスは棟上げです。子供た
ちも高い足場の上におっかなびっくり上がりながら、
かっきゃ槌を振ってもらい、最後の棟上げの完了です。
建物の完成後は全員で建物の上にあがり記念撮影を行い
ます。
　人手不足、若手後継者不足に悩む、我が建築業界。こ
の授業を受けた子の中から何人が建築業界の道に進むの
でしょうか？　実際はそんな事は関係無く、子供たちと
共同で作業するのは楽しく、私も参加させてもらってい
ます。
　興味のある方は是非、ご参加・見学お待ちしておりま
す！
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　皆さんの今まで、そして、これからも。
　「プランド・ハプンスタンス・セオリー」（計画された
偶然）はスタンフォード大学のジョン・Ｄ・クランボル
ツ教授によって提唱された。事実、ほとんど大多数の人
は、予期せぬ偶然に翻弄されながら、自分のキャリアを
積み重ねていく。
　ところで。
　漫画家のたつき諒さんを皆さんはご存じないかもしれ
ないが、彼女は東日本大震災の日付を的中させたことで
TV で取り上げられた人だ。彼女のその漫画の単行本は
50万部を売り上げ、今は1,200円で売られているが、一
時、増刷が間に合わない折にはプレミアがつき40万円以
上の値段をつけたこともあった。
　その高額の本のネタをばらすと2025年７月５日がやば
い。巨大地震が起こる。それも、東日本大震災の３倍は
あろうかという津波が来る。
　さて。この予言を知ったら皆さんはどうする？
　僕はテレビに映る能登の街を想った。自費で助けにい
くことは難しいが、これが、僕たちの住む町で起こった
ら。そして、自分にできることは何か。
　‥‥。そうか、僕も重機を使って片付けのお手伝いを
出来たら、‥。
　そんなこんなで、去る R6.6/20-27の１週間、通称「ユ
ンボ」の技能講習行きまして。
　そしたら、普段の住宅課とは違って、林業振興課とつ
ながって、夏休み前と後の両方で鳴門教育大学附属小学
校での木工教室、また、秋には小学生33名の当社来訪に
なったのです。また、年明けの今月１月10日には、入田
小学校での木工教室を済ませ、このあとも小松島中学校
と勝浦中学校での森林教室が控えている。めちゃくちゃ
楽しいのだ。
　積極的に出歩く人は、「よき偶然」が起きやすい。
　たとえば、会話の中で、「〇〇さんとこの前、会った」
という話が出ることがある。すると、〇〇さんは前から
ずっと会いたかった人だったりする。
　そして、紹介してもらい、後日会うことになり、大き
な仕事につながった、というような「偶然」もありうる。
　建築士会はまさに、そのような場所かもしれない。
　キャリアのほとんどは、実は、偶然によって引き起こ
され、その偶然に対してポジティブなスタンスでいる

と、キャリアの成功を得やすいというもの。
　また、クランボルツ教授は、よき偶然が起こるために
は５つの考え方が大事だという。
　それが、「好奇心」「持続性」「楽観性」「柔軟性」「冒険心」
の５つ。
　なんでも興味をもって、柔らか頭で楽しみながら続け
る。
　「こうでなければ嫌だ」、とか「ここは絶対に曲げない」
というようなこだわりもなく、楽しみながら続け、状況
も結果も成果も楽しむ。
　ざっと、肩の力が抜けている人の資質と同じだ。
　「その出会いは偶然だった」
　肩の力を抜き…
　偶然を大切にする人でありたい。

プランド・ハプンスタンス・セオリー
小松島・勝浦地域会　時本　昌典

●あなたが出番●



3

阿波まちかど2025. ２

2024年度の振り返り
　2024年度、青年部長として活動してきた一年を振り返
ると、たくさんの学びと素晴らしい出会いがありまし
た。特に、他支部の皆さんとの交流を通じて、視野が広
がり、地域や建築に対する理解も深まりました。
　主な活動としては、支部内での継続事業（BBQ や絵
画展）の計画・案内、県内外の事業への参加などを行う
など、これらの活動を通じて、地域の課題や建築物のあ
り方について多くのことを学びました。中でも、愛媛県
で行われた中四国ブロック若手建築志（士）交流会や研
修会では、他県の青年部の皆さんと交流し、日頃の業務
や取り組みを知ることができました。今後の活動に活か
せる貴重な交流となり、私たちの活動が一層充実するた
めの大きなヒントとなりました。
　また、今年は美馬地域会青年部として、新しい取り組
みも行いました。
　西日本で２番目に高い山【剣山】への登山を企画し、
自然の中でリフレッシュしながら楽しい時間を過ごしま
した。山頂での珈琲タイムも最高でした！ チームワー
クの良さを感じながら参加メンバーとの絆もより一層深
まったと感じています。
　これまでの活動では至らぬ点も多々ありましたが、美
馬支部の方々の温かいサポートのおかげで充実した一年
を送ることができました。
　心から感謝しています。
　引き続き、よろしくお願いいたします。

2025年度の抱負
　さて、2025年度に向けて、さらに充実した活動を作り
上げていきたいと考えています。最初の大きな取り組み
として、川島支部、三好支部、美馬支部の合同で青年委
員会県内交流会議を開催する予定です！ 県西部の魅力
を皆さんに伝えながら、楽しく体験や交流ができるよう
な内容を企画していきます。この交流会を通じて、地域
同士のつながりを強化し、これからの活動への意欲を高
めていけたらと思っています。
　また、新入会員の募集にも力を入れ、青年部の活動が
もっと魅力的だと感じてもらえるような環境も作りたい
と思います。そして、現役メンバーの皆さんとも、もっ
と密にコミュニケーションを取り合い、協力し合いなが
ら一緒に成長できるような関係を築いていきたいと思い
ます。

最後に
　2025年度も素晴らしい活動を続けていくためには、皆
さんの力が必要です。今後も積極的に事業に参加してい
ただき、美馬支部だけではなく徳島を一緒に盛り上げて
いきましょう！
　これからもどうぞよろしくお願いします！

2024から2025へ繋ぐ
美馬地域会　清兼美枝子

●あなたが出番●
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●士会だより－本部●
賛助会員の四国化成様よりお知らせです。

中四国最大級の建材展示会
四国化成エキシビション2025

（入場無料）
　と　き：2025年３月25日㈫　10：00～17：00
　　　　　　　　３月26日㈬　10：00～16：00
　ところ：サンメッセ香川　大展示場Ａ・Ｂ
　　　　　香川県高松市林町2217-1
セミナー

【明日から使える！インスタグラムの活用術】
　時　間：11：30～12：10
　内　容：SNS 運用に悩む方のステップアップ方法を教えます！
　講　師：夛田　健登 氏（Web マーケター）

【建築基準法解説】
　時　間：13：40～14：20
　内　容：2025年４月の建築基準法改正（４号特例廃止）による影

響ほか、エクステリアに関する法規について解説
　講　師：荒井　隆志 氏（四国化成建材株式会社）

イベント
　１ 四国化成商品プレゼンテーション
　２ タクボ新商品紹介
　３ TOYO からの新しいデザイン・使い方の提案
　４ バリアフリーペイブ SI 貯水実演
　５ キッチンカーの飲食ブースをお楽しみ
お申込：https://cloud-pass.jp/get/Shikokukaseiexhibition2025
オンライン事前登録→入場者証を印刷してご持参ください
※詳しくは士会ホームページを御覧ください

●令和６年度徳島支部＋男女参画委員会共同企画●

太陽の塔のおなかと魅力ある和の空間を
めぐるバスツアー　参加者募集

　毎年恒例となりました建築見学バスツアー。今年度は近畿方面
へ。太陽の塔のおなかの中見学や谷崎潤一郎旧邸 / 倚松庵、神戸酒

心館（酒蔵見学 ･ 試飲）など、お昼はホテルでランチバイキング！
お楽しみ下さい。
　日　程：令和７年３月８日㈯
　参加費：会員3,000円　会員外5,000円
　　　　　子供（12歳以下）　2,000円
　　　　　※参加人数により参加費が変わる場合があります。
　定　員：25名（先着順）
　申込み方法等は、今月号のまちかど折込チラシにて！

●士会だより－徳島県●

建築確認手続きの対象となる
大規模修繕・模様替について

　令和７年４月１日施行の建築基準法改正により、現在の「４号建
築物」の一部が「新２号建築物」になりますが、「新２号建築物」
となるものについては、「大規模修繕・模様替」を行う際にも建築確
認等の手続が必要となります。
　大規模修繕・模様替に該当するかどうかの判断にあたり、参考と
なる技術的助言が国土交通省から発出されておりますので、適宜参
照の上、手続に漏れがないようにお願いします。
※詳しくは士会ホームページを御覧ください。

…………………………………………………………

・１月10日に雪が積もりました。サラリーマンだった頃は交通渋滞
や滑る道路に悩まされましたが、リタイアしてみると、なかなか
風情がありますね。　　　　　　　　　　　　　　（ノーリツ号）

・雪だるま作ったよ！　　　　　　　　　　　　（ひとはたうさぎ）
・何もしなかったよ！　　　　　　　　　　　　　　　　（ぺぺい）

公益社団法人　徳島県建築士会
〒 770-0931　徳島市富田浜 2 丁目 10 番地
　　　　　　建設センター 5F
[TEL] 088-653-7570　[FAX] 088-624-1710
[MAIL] tokuarc-honb@diary.ocn.ne.jp
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建築士会本部行事
令和 ７ 年 ２月 令和 ７ 年 ３月

12 日㈬　住宅相談

26日㈬　住宅相談

（士会会議室）

（士会会議室）

12日㈬　住宅相談

19日㈬　改正建築基準法・省エネ講習

26日㈬　住宅相談

（士会会議室）

（建設センター）

（士会会議室）

※　木造住宅耐震相談は、平日の午後１時から午後４時まで実施しています。
※　建築相談は第2・第 4水曜日の午後１時・２時・３時（相談時間は１時間以内）に実施しています（要予約）。

編集後記編集後記


